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論文内容の要旨
〔日的J
正常人血清が Ehrlich 腹水癌細胞を溶解する現象については，われわれ教室研究者によってかなり明ら
かにされてきたのまず糸氏は溶解活性を測定する実験万法を確立し，ついで、石橋は本反応に関与する血清
因子とその作用機構を明らかにしたっ東は人血清によって細胞のうける代謝相の変化の特異性を掴み，門
根は本反応と後天免疫血清による洛解反応との差異を明らかにした。また新宮は細胞に対する血清の侵襲
点を化学的に確め，徳永は易熱性因子として補体の他に新しい成分の必要なることを見出した。
そこで次に私は，溶解反応に関勺・する Ehrlich 腹水癌細胞，人血清の他に， Ehrlich 腹水癌細胞を浮泊予
させている腹水成分(無細胞腹水)が腫虜細胞を保護的に作用するのではないかと考えて検索を行い，こ
のものが血清のもつ溶解作用を阻止する事実を明らかにし，その生物化学的特性について若干の知見をえ
た σ 腹水の他にさらに，担癌マウス血清，正常マウス血清，異種動物I[Jl清等と無細胞腹水との関係を追求
して溶解と抑制との間に興味ある現象のあることが明らかになったの
〔方法並びに成績コ
(1) 実験方法
1) 抑制因子活性測定: ddo系マウスに Ehrlich 腹水宮細胞を腹腔内に移植，第7日日に腹水を穿刺し，
分離洗練して Ehrlich 腹水癌細胞を得，その 50万個に，予備実験で測定して辛うじて全細胞が変化す
るだけの人血清と，各種の濃度に稀釈した無細胞腹水(または動物血清)とを加え 37.5 0C， 1時間保
温後，特定の形態学的変化および Azur 1Iによる可染性を指標として細胞変化率を計測し，正常人血
清のみの添加の時の変化率との差をもって溶解抑制因子の活性としたの
2) 酸素消費および嫌気的解糖の測定:羽Tarburg 検圧計を用いた。
3) 補体活性測定: 3 %~惑作午血球浮出液 1 ml に対する 50%溶血単位を以て現したっ
つ乙
(n) 実験成績
A) Ehrlich 腹水癌無細胞腹水について口
(1) その作用に就て。 正常人血清は Ehrlich 腹水癌細胞を治解する。かかる細胞は移植性を失い，
Azur U によって可染性となり，細胞の内部呼吸および嫌気的解糖は著明に低下する凸これら一連
の細胞変化，代謝変化は無細胞腹水によっていずれも抑制され細胞溶解をきたさなくなる。
(2) 無細胞腹水の抑制作用と移植後日数との関係。移植 4 日以降経過に伴って活性は低下する口
(3) 抑制作用の加熱による影響o 65 0 C, 30 分の加熱で失活する。
( 4) 抑制作用の透析による影響口抑制作用を示す物質は非透析性である。また蒸溜水に対する透析に
よっても失吊しないの
(5) 抑制作用機構。癌細胞溶解に与る人血清耐熱性因子 (rーグロプリン)の作用を阻害し，易熱性囚
子の作用をも阻害する。
(6) 抑制因子の Ehrlich 腹水癌細胞による吸収o Ehrlich 腹水癌細胞によって吸収されない口
(7) 抑制因子の溶血系補体に対する影響。感作午血球に対する人血清による溶血作用を阻害しないが，
モルモット血清による溶血作用を抑制する。
(8) 抗 Ehrlich 腹水癌細胞家兎免疫血清による Ehrlich 腹水癌細胞溶解作用に対する抑制因子の作用。
熔解作用を抑制するが，抗体および補体の作用を阻害する。
(9) 抑制因子の分画。無細胞腹水の抑制活性はエーテノレまたは石油エーテルに移行しなし o 硫安分画
で 0"'--'33% ， 33"'--'50%, 50"'--'80%飽和分画のいずれにも活性が認められる口
B) 各種動物血清の抑制作用について。
担癌マウス血清にも無細胞腹水様抑制作用のあることから正常各種動物血清について検討した外先に
糸氏らは動物血清を，溶解能をもつものともたないものとに分類した。前者には，家兎，豚，午，犬，
猫，家鶏，猿，人聞があり，後者には，マウス，ラッテ，モルモット， j、11が合まれるつ
前者の血清の溶解作用はし、ずれも無細胞腹水によって抑制され，また後者の L(LLmはすべて人血清の治
解作用を抑制する。
〔総 括コ
1) Ehrlich 腹水癌無細胞腹水は，人血清の Ehrlich 腹水庇細胞溶解作用を阻害するの 1tl~細胞腹水中に合
まれる抑制因子は Euglobulin 以外の複合体であると忠われるつ抑制因子は，耐熱性因子 (r グロブリ
ン)の作用を阻害しさらに易熱性因子の作用をも阻害するつ
2) 単独で Ehrlich腹水癌細胞を破壊しない動物血清は， 1) にのべた類以の抑制作JU をポすが，溶解能を
有する動物血清に対しては，無細胞腹水は抑制作用を呈するつ
論文の審査結果の要旨
Ehrlich 腹水癌細胞は in vitro では正常人血清によってつよい障碍を蒙るが， in vivo ではこの反応は著
明でない。これは癌細胞を合む腹水中に特殊の成分が存し，それが癌細胞に庇護的に働くことによるので
はないかとの想定の下に岡村は検索を行なった。
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Ehrlich 腹水癌細胞を接種された動物の腹水より癌細胞を遠沈除去した無細胞腹水は， Ehrlich 腹水癌細
胞に対する人血清の溶解作用を，著明に抑制する。無細胞腹水中の乙の抑制因子は， 650C 30 分の加熱で
失活し，非透析性で， Euglobulin 以外の複合物と考えられる。この因子は上記溶解に関与する人血清中の
耐熱性囚子のみならず，易熱性因子に対しでも，その作用を抑制する。
単独では Ehrlich 腹水癌細胞を溶解し得ないマウス，ラッテ，モルモット，馬等の血清には，無細胞腹
水と類似の作用を示す抑制物質を証明できる口一方同細胞に対し溶解能を示す猿，家鶏，家兎，犬，猫，
牛等の血清は， Ehrlich 腹水癌細胞を除去したマウスの無細胞腹水によって抑制を受ける。
岡村の証明した上記無細胞腹水中抑制物質は，ある hetero の血清のもつ先天性の細胞溶解作用に対し，
その個体の体液中に保護的に働く因子を見出した点で，興味あるものと思う巴
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